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  市内ＮＰＯ法人数      ２９ 団体 

  当センター登録団体数   １５３ 団体 

  来館者数             １，４１８人 

  印刷機利用枚数      １５，６２１枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・市民交流サロン・作業スペース（印刷機・紙折り機）多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 

            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

    E-mail center@ryugasaki-shiminkatsudo.net  URL https://ryugasaki-shiminkatsudo.net 
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 市民団体活動紹介シリーズ №５６「龍ケ崎ストリートギャラリー＋」 目指せ！市民活動日本一 

11日間のアートイベントが5月3日無事終わりました。 

このイベントの原点は今から40年程前、龍ケ崎関係の美大生やOBで作ったアートイベント「ラス

ク展」です。その後「サイズミック展」へと拡大し取手、龍ケ崎、牛久、土浦で活動しました。当時

10名位のメンバーが居たと思います。展示会場が無く公民館などでパネルを運んで設営した思

い出があります。 

しかし10年間の活動後、解散し各自各様の仕事に就きました。 

昨年末、当時メンバーだった北澤、加藤、石引が再会し、中原、小原の両名も参加して新たな

アートイベントを計画しました。 

これが第1回の「龍ケ崎ストリートギャラリー＋展」です。 

40年振りにこの様なアートイベントが出来た事は自分でも信じられない事でした。支えのひとつは龍ケ崎に対す

る各自の思いの強さです。 

 龍ケ崎も40年でかなり衰退して昔の勢いは感じられません。 

少しでも活気あふれる龍ケ崎市を再び見たい。これが5人の願いでした。 

取手市には「とりび展」50年。牛久市は「うしく現代美術展」30年の歴史。残念なことに龍ケ崎市には大規模な

アートイベントがありません。 

我々は龍ケ崎市にも皆が集まるアートイベントを起こしたいとの一心でした。 

そして合言葉は、たとえ30点でも実現しようと言う事でした。 

様々な不備はありましたが、連日の賑わいは想像以上で驚きの毎日でした。 

 開催中、一般の多くの方々から「来年もやってほしい。継続してほしい」との声を沢山頂きました。毎日の様に

議員の先生方、市長様、市職員の方々が来られてメンバー全員が嬉しい気持ちで一杯です。 

今回は各自の自己負担で行いましたが、来年以降も継続するには資金と人材が不可欠です。 

細かい事を言えば駐車場の確保や支払い、協力スタッフの手配、広報活動、印刷物の制作や

発送など全てメンバー負担で行いました。 

来年、実現するなら規模も拡大し参加者も増やしたいと思っています。 

実現するには行政や市民の方々の協力が無いと出来ません。 

アート龍ケ崎を見据えて、よろしくお願いいたします。 



令和８年度市民活動団体交流会報告 2026.4.26（日） 

竜鉄応援プロジェクト第三弾 歩く歴史講座「竜鉄に乗って川原代史跡巡り」報告 

4月25日（土）晴天に恵まれ表題の歩く歴史講座を龍ケ崎市市民活動センター、龍ケ崎市教育委員会、NPO龍ケ

崎建物保存会主催、 関東鉄道株式会社協力の下開催することが出来ました。 

この企画は、市民活動センターが主宰する円卓会議にて、関東鉄道竜ヶ崎線（竜鉄）の乗客が激減し毎年赤字

が続いているので、このままでは廃線の恐れがある。こうした状況で竜鉄を盛り上げるための話し合いが行われま

した。その中で企画された史跡巡りで、今回で3回目となります。 

案内人はNPO龍ケ崎建物保存会から前田、枡田が担当。一般参加者は22名、スタッフは市民活動センター2名、

NPO龍ケ崎建物保存会3名、歴史民俗資料館1名 合計28名の参加で大盛況となりました。 

関東鉄道佐貫駅に9時集合、9時15分発の列車に乗り、入地駅で下車。次の通り約4キロの川原代（一部入地を

含む）の史跡巡りをしました。 

入地十九夜尊道標→八幡神社→星大神社→古水戸街道→クスリのアオキ（トイレ休憩）→香取神社（花丸）→

石造宝篋印塔→安楽寺→二十三夜尊の道標→佐貫駅 12:30解散 

安楽寺では県指定文化財鰐口を見せていただきましたが、思わぬ歓迎を受けました。一人ひとりにお茶をいた

だき、また、鰐口だけでなく、本堂や観音堂などじっくり見学

することが出来ました。時間が大幅に超過し、小屋坪香取神

社は割愛となりました。それでも予定時間を30分オーバーし

て佐貫駅に到着。急ぐ方もおられ最後は流れ解散となりまし

た。 

時間は超過しましたが、安楽寺の対応に参加された皆様

大感激で満足度の高い史跡巡りとなりました。 

安楽寺住職様ありがとうございました。また、途中トイレを

貸して下さいましたクスリのアオキ様ご協力ありがとうござい

ました。 
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今回の参加者は１３団体・２６名と竜二からスマホ講座のサポーターと

して活躍した３年生が４名計３０名。市役所・地域づくり推進課からは広

瀬課長と木村補佐が出席しました。 

そして、司会進行は昨年同様、企画・運営アドバイザの植竹さんです。 

はじめに令和7年度利用者アンケートの集計報告と意見交換が行われ

ました。 

次に、つなぐネットの事業拡大の紹介として、今年度から老人ホームなど

の社会福祉法人での楽器演奏などの慰問活動も対象となった話を伝え

ました。 

参加者の中から、「ハーモニカクラブあじさい」と「二胡アンサンブル紫

音」さんの生演奏を披露してもらい、会場の皆さんはうっとり。 

最後に、４つの島のグループごとに「高校生とやりたい活動」をテーマ

に参加者のワークショップが行われました。各グループに高校生が１名

ずつ入り、話し合った内容をチャットでリアルタイムにて植竹さんに伝え、

チャットGPTで集約して即、プロジェクターで掲示されました！植竹さんの

手慣れた手法と高校生のスマホの早業を見て市民団体の皆さんはびっく

り。今後、高校生をはじめ若者を巻き込んだ新たな企画をどんどん発信

していきたいと思います！ 

こうして、今年度の交流会は生演奏と高校生の参加により、大いに盛

り上がりました。 

参加いただいた、

皆さん、ありがとうご

ざいました。 


